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みんなで子どもを育む ～学校運営協議会の動き～  

校長 吉田  靖 

 ７月に実施しました学校評価アンケートへのご協力、ありがとうございました。 

今年度から、学校運営協議会（大和南の子どもを育む会）の学校評価部が中心となり、アンケ

ートを作成しています。昨年度までと異

なり、評価者自身が子育てにどう関わっ

たか、その主体性を評価する項目に変わ

りました。 

「大和南小の子をみんなでどう育てる

か」を共通の課題に、児童・職員・保護

者・地域（学校運営協議会員）のそれぞ

れに向けた４つのアンケートを作成しま

した。この４つのアンケートは共通の観

点で１１項目の質問を設けています。児

童向けのアンケートも観点は共通にし

て、多面的に考察ができるように工夫し

ました。参考までに結果（平均値）の一

部を紹介します。 

今後は、９月末の協議会で成果と課題

を話し合いながら、後期の教育活動へと

つなげていく予定です。結果等の詳細

は、後日「すぐーる」でお知らせする予

定です。 
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令和４年度大和南小学校教育評価アンケート(保護者)

自他の人権擁護、多様な価値観の尊重について、子どもの発達段階に応じて
話したり、子どもに困り感がある場合は適切な助言をしたりしている。

3.3

仲間とともに成長することの素晴らしさや行事でのがんばりについて子ども
に話したり、価値づけたりしている。

3.5

子どもに交通安全や生活のルールを守らせたり、睡眠や食事など健康に対す
る支援をしたりしている。

4.1

情報モラルについて約束を作り、よりよい活用ができているか見届けてい
る。

3.4

子どもの状況に応じて、家庭学習の見守りや助言、励ましをしている。 3.6

他学年との交流等で子どもがどんな様子か気にかけ、集団の中での行動につ
いて助言している。

3.4

思いやりのある言動とは何かを具体的に子どもに伝えようとしている。 3.7

子どもに対して、困難に立ち向かう姿を見せたり、我慢や努力の価値を伝え
たりしている。

3.3

授業に参加する子どもの様子を気にかけ、必要と思われる声掛けをしてい
る。

3.5

質問 評価

子どもにあいさつの大切さを伝え，家族間のあいさつや地域の人へのあいさ
つを率先して行っている。

4.1

進んで何かに取り組んだり、前向きな気持ちで過ごそうとしたりする姿を子
どもに見せるようにしている。

3.4



＜５年生 文学座よるワークショップ＞  

  

 

 

 

 

＜６年生 大和町６年生短歌交流会＞ 

 

 

 

 

＜ポカポカ言葉キャンペーン＞ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

４・５年生は、創作オペレッタ「東氏ものがた

り」の練習を始めています。この練習に合わせ

て、来年の上演の中心となる町内の５年生が、演

劇のプロから学ぶ機会として、東京の文学座の俳

優さんたちを講師に招き、ワークショップを行い

ました。楽しいゲームを通して、失敗をおそれず

挑戦すること、しっかり声を出して伝えること、

みんなで集中してみんなで反応すること等、演劇

で大切な、「想像力」「対話力」「表現力」を実

感することができました。 

 

・【第１６回全日本学生・ジュニア短歌大会】 

＜入賞 大森悦子選者賞＞４年：和田 岳大 

・【令和４年度 郡上市科学作品展】 

  ＜最優秀賞＞３年：瀬上 うらら ＜佳作＞３年：中山 陽菜 

＜入選＞１年：金子 朔也、３年：野崎 翠人、池田くるみ、４年：遠藤 瑠南、５年：枡田 夏緒 

・【令和４年度 郡上市読書感想文コンクール】 

  ＜入選＞１年：堀越 咲希、２年：水野 琴巴、３年：堀越 友陽、４年：土松 知世 

      ５年：山内 咲凛、６年：豊島 惇乃 

・【第５５回中濃地区学童水泳記録会】 

  ＜６年女子５０ｍ平泳ぎ 優勝＞土松 小登香、＜６年女子２００ｍリレー 優勝＞土松 小登香 

＜全学年女子２００メートルリレー 優勝＞土松 小登香 

がんばる南っ子！ 

９月１５日（木）、大和町内小学校の６年生で短歌交流会を行いました。一人一首ずつ投稿した短

歌、５９首を互いに読み合い、大和町民に紹介する「おすすめ短歌」を選びました。 

まずは、８グループに分かれ、各グループで話し合い、「おすすめ短歌」を３首選びました。次に、

各グループの「おすすめ短歌」とその理由を発表しました。選ばれた短歌は大和地域広報誌「まるっと

やまと」で紹介される予定です（11月号以降）。ぜひご覧ください。 

短歌を通して中学校で一緒になる同級生として触れ合い、中学校生活への期待を大きく膨らませる会

になりました。 

 

 ９月１２日から２８日まで、仲間委員会

の提案のよる「ポカポカ言葉キャンペー

ン」を全校で実施しています。各学級で話

し合った「ポカポカ言葉」を使えたかどう

か、またその時の気持ちなどを毎日帰りの

会で振り返っています。 

大きく和する 

 


